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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機溶剤中における不活性化から生体活性組成物を安定化するための方法であって、
　タンパク質分子の周囲にハイドロゲルマトリックス細孔を形成すること、及び、
　前記ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減し、有機溶剤との接触後に安定な
タンパク質活性を有するハイドロゲル－タンパク質複合材を形成すること、
を含む、方法。
【請求項２】
　タンパク質分子の周囲にハイドロゲルマトリックス細孔を形成する工程はタンパク質を
脱イオン水中に所望の濃度で溶解させること、プレポリマーを脱イオン水中に所望の濃度
で溶解させること、溶解したタンパク質及び溶解したプレポリマーを所望の比率で混合す
ること、及び、該プレポリマーの重合を開始することの工程を含む、請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　重合を開始する工程は、架橋剤を添加すること、開始剤を添加すること、及び、溶解し
たタンパク質と溶解したプレポリマーとの混合物の温度を調節すること、から選ばれる少
なくとも１つの工程を含む、請求項２記載の方法。
【請求項４】
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　溶解したプレポリマーの比率は総体積に対して２０～２８質量％である、請求項１記載
の方法。
【請求項５】
　ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減する工程はハイドロゲルマトリックス
を２０～１１０℃の温度に２４時間～７日間加熱することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減する工程はハイドロゲルマトリックス
を２０～８０℃の温度に２４時間加熱し、次いで、室温にて１週間空気乾燥することを含
む、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減する工程はハイドロゲルマトリックス
を２０～５５℃の温度に２４時間加熱し、次いで、室温にて１週間空気乾燥することを含
む、請求項５記載の方法。
【請求項８】
　ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減する工程は湿潤ゲル体積と比較して１
５～２１％、孔体積を低減する、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　ハイドロゲルマトリックス細孔内の含水率を低減する工程は孔体積を低減し、そして基
質が孔に入ることを可能にし、前記タンパク質と前記基質との間の反応が可能になる、請
求項１記載の方法。
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